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⾥庄町のイメージキャラクター 「⾥ちゃん」 

里ちゃんは、里庄町の「Ｓ」の文字と、つばきの花を表現し

たもので、緑豊かで心ふれあう 町の人々の笑顔や未来に向け

て歩く様子が明るく、楽しく表現されています。 

ごみ問題も一緒に楽しく取り組みましょう。 

 

 

 

 

⾥庄まこもたけキャラクター 「まこりん」 
まこりんは、里庄町の特産品「まこもたけ」の妖精です。里

庄町の木「つばき」の葉っぱを食べすぎて、手と足がつばきの

葉っぱと花になりました。 

 

 

 

本計画では、2015年国連総会で採択された「SDGs」との関連性を示します。分別の徹底に

よる資源の有効活用やごみ焼却時のエネルギーを有効に活用するなど、地域資源の活用によ

り「地域循環共生圏（ローカル SDGs）」を構築し、環境・社会・経済の課題を同時解決する

まちづくりに取り組みましょう。  
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はじめに 
 

 私たちは、限られた資源を大切にし、資源を繰り返し利

用することで環境と経済を共生させ、持続的に発展する

「循環型社会」の形成に取り組まなければなりません。 

 本町においても、令和７年３月に策定した「第４次里庄

町振興計画（後期基本計画）」に基づき、引き続き「子

どもの元気な声が響き みんなの笑顔があふれるまち」

の実現に向け、誰もが安心して生活できる快適な定住

環境の形成のために環境への負荷が少ない生活や行

動を心がけるなどの取り組みを一層推進していくことが

重要と考えています。 

 このような状況を踏まえ、このたび、令和元年度に策定

した「里庄町一般廃棄物処理基本計画」を改訂しまし

た。本計画では、既定計画を継承しつつ、国の法律・計画、岡山県の「第５次岡山県廃棄物

処理計画」、ごみ処理広域化対策西部ブロック協議会の「西部ブロックごみ処理広域化基

本計画」との整合を図り、自然と調和した快適なまちを未来へ引き継いでいくため、ごみの

減量や資源の有効活用、ごみ・し尿等の適正処理について、町民・事業者・行政の役割を明

確にし、具体的な取組みや施策を明示しております。 

 また、食品ロス削減推進法の基本方針に基づき、食品ロスの削減を推進することとしており

ます。食品ロスの削減は普段の生活における意識向上が重要であり、町民一人ひとりが行

動変革に努める必要があります。施策の推進には町民・事業者の意識向上を中心に展開し

ていくものとします。 

 今後は、本計画に基づき、環境負荷を最小限にする循環型社会の構築を目指してまいりた

いと考えておりますので、町民・事業者の皆様の一層のご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

 最後に、本計画改訂にあたり、熱心にご審議をいただきました里庄町廃棄物減量等推進審

議会の委員の皆様、貴重なご意見をいただきました町民の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

令和７年３月 

 

里庄町長  加藤 泰久 
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これまでの社会経済システムは、私たちの生活に豊かさをもたらしましたが、大量生産・

大量消費・大量廃棄が繰り返されたことで地球温暖化など地球規模の環境問題が顕在化し、

さらに、ごみ問題など、身近な環境においても大きな問題を抱えることとなりました。 

こうした点を踏まえ、国においては、限られた資源を大切にし、資源を繰り返し利用する

ことで環境と経済を共生させ、持続的に発展する「循環型社会」の形成を推進するため、平

成 13 年１月に循環型社会形成推進基本法（平成 12 年法律第 110 号）を完全施行し、こ

の法律に基づき、平成 15 年 3 月に循環型社会形成推進基本計画を閣議決定しました。循環

型社会形成推進基本計画は、概ね５年ごとに見直しを行うものとされており、令和６年８月

に『第五次循環型社会形成推進基本計画』を閣議決定しています。 

循環型社会の形成に向けては、資源生産性・循環利用率を高める取組の強化が必要です。

取組の強化のためには、大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済・社会様式につながる一方

通行型の線形経済（リニアエコノミー）から、持続可能な形で資源を効率的・循環的に有効

利用する循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行を推進することが鍵となります。こ

の「循環経済」への移行は、気候変動、生物多様性の損失、環境汚染等の社会的課題を解決

し、産業競争力の強化、経済安全保障、地方創生、そして質の高い暮らしの実現にも資する

ものです。 

里庄町（以下「本町」という。）においても、令和２年３月に策定した第４次里庄町振興

計画に基づき、『子どもの元気な声が響き みんなの笑顔があふれるまち』をキャッチフレ

ーズに、自然と共生する美しいまちの形成のための取組を進めています。 

具体的には、ごみの減量などを通じて豊かな環境を保全する必要があることを示すととも

に、町民一人ひとりが地球規模で環境をとらえ、環境への負荷の少ない生活や行動を心がけ

ることで、自然と共生した循環型社会の実現を目指しています。 

本町では、ごみや生活排水に関する取組を具体的に進めるため、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律（昭和 45 年法律第 137 号）（以下「廃棄物処理法」という。）に基づき、適

正なごみ処理や生活排水処理を推進するための目標を定め、これを達成するために町民・事

業者の具体的な取組、さらに行政の施策を明らかにし、国の法律・計画等並びに岡山県の計

画とも整合させた里庄町一般廃棄物処理基本計画を平成 26 年度に策定し、令和元年度に改

訂しています。 

令和元年度の改訂では、平成 30 年度を基準年度、令和 11 年度を数値目標年度とし、令

和２年度から令和 11 年度までの中期以降 10 年間の計画を見直しました。この時、ごみの

排出抑制等の数値について、令和６年度に中間目標を定めています。 

里庄町一般廃棄物処理基本計画は概ね５年ごとに見直しを行うこととしています。この度、

令和元年度の計画改訂から５年が経過したことから、本町における一般廃棄物の現状や社会

情勢等の変化を踏まえて、令和７年度から令和 11 年度までの後期５ヵ年の計画を見直すも

のとします（以下「本計画」という。）。  
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◆第五次循環型社会形成推進基本計画の概要 

 

◆循環型社会形成のイメージ（本町では４Ｒを推進） 

  

 第五次循環型社会形成推進基本計画の構成

 第五次循環型社会形成推進基本計画の指標と目標値

循環型社会形成推進基本法（2000年制定）に基づき、循環型社会の形成に関する施策の総合的かつ計画的な
推進を図るために定めるもの。概ね５年ごとに、環境基本計画を基本として策定。

循環型社会の全体像に関する指標（物質フロー指標）2030年度目標

多種多様な地域の循環システムの構築と地方創生の実現に関する指標　　2030年度目標

■一人あたりの天然資源消費量

■入口側の循環利用率

■出口側の循環利用率 ■最終処分量

約11トン/人

　約19％

　約44％ 約11百万トン

　 1人1日当たりごみ焼却量 約580ｇ/人・日

第一次計画（2003）

循環利用率・資源生産性・
最終処分量の数値目標を設定
物質フローの考え方の導入

第二次計画（2008）

①低炭素社会、自然共生社会との
　統合的な取組
②地域循環圏の構築
③国際的な循環型社会の構築

第三次計画（2013）

①リサイクルに加え、リデュース・
　リユースにも着目した施策の強化
②東日本大震災への対応

第四次計画（2018）

環境的側面、経済的側面、社会的
側面の統合的向上

第五次計画（2024）

■ 循環経済への移行を前面に打ち出す
■ 気候変動や生物多様性保全といった環境面に加え、
　産業競争力強化・経済安全保障・地方創生・質の高
　い暮らしの実現にも貢献

　将来世代の未来につなげる国家戦略として策定

■資源生産性 約60万円/トン

■再生可能資源及び循環資源の投入割合 約34/％

循環型社会の全体像に関する指標（物質フロー指標）2030年度目標

■循環型社会ビジネスの市場規模 80兆円以上

■循環経済への移行に関わる部門由来の温室効果ガス排出量 約343百万トン/CO2eq

■廃棄物部門由来の温室効果ガス排出量 約29百万トン/CO2eq

■循環型社会形成に関する国民の意識・行動

廃棄物の減量化や循環利用、グリーン購入の意識

具体的な３Ｒ行動の実施率　　　　　　　　　　　　　　 50％

90％

処理
（焼却･資源化等）

生産
（製造･流通等）

消費・使用

4Rの推進

資源投入

埋立処分

廃　棄

買い物にマイバッグを持参したり
簡易包装を心がけましょう。

再び資源として利用しよう！

Reuse
何度でも使おう！Recycle

ごみを減らそう！

Reduce

ごみになるものは貰わない！使わない！

Refuse

物を大切に使いましょう。
長持ちする物を使うことも
大切です。

リターナブルびんなど
繰り返し使えるものは
また利用しましょう。再使用できないものもきちんと

分別して出し資源としましょう。

どうしても処分が必要な
ものは、適正に処分します。

１番目：

２番目：

３番目：

４番目：

最後：適正処分

リフューズ

リデュース

リユース

リサイクル
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本計画は、本町が廃棄物処理法第６条に基づき策定するものです。 

本計画は、図表 1-1 に示すように、国の法律・計画等並びに岡山県の「第５次岡山県廃

棄物処理計画（令和４年３月）と整合したものとします。 

 

●図表1-1 本計画の位置づけ 

 

◆一般廃棄物処理基本計画策定の法的根拠 

廃棄物処理法第６条第１項において、『市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計

画（以下「一般廃棄物処理計画」という。）を定めなければならない。』とされ、さらに、廃棄物処理法

施行規則(昭和 46 年厚生省令第 35 号)第１条の３の規定により、当該一般廃棄物処理計画には、一般廃棄

物処理基本計画及び一般廃棄物処理実施計画により、所定の事項を定めることとされている。 

 

廃棄物処理法 資 源 有 効 利 用 促 進 法

容 器 包 装 リ サ イ ク ル 法

循環型社会形成推進基本法

廃棄物の適正処理 再生利用の推進

環　境　基　本　法

岡山県環境基本条例

国　の　法　律　・　計　画　等

岡山県の条例・計画等

環　境　基　本　計　画

家 電 リ サ イ ク ル 法

個別物品の特性に応じた規制

そ の 他 関 係 法 令

食 品 リ サ イ ク ル 法

建 設 リ サ イ ク ル 法

自 動 車 リ サ イ ク ル 法

循環型社会形成推進基本計画

基本方針
　廃棄物の減量その他その適正な処理に
関する施策の総合的かつ計画的な推進
を図るための基本的な方針

廃棄物処理施設整備計画

岡山県環境基本計画（R3.3）

「エコビジョン2040」第２次改訂版

（Ｈ28.11）

「クリーンライフ 100 構想」改訂版

小 型 家 電 リ サ イ ク ル 法

第４次 （R2.3）

里庄町一般廃棄物処理基本計画〔後期計画〕
〔令和７年度（2025）～令和11年度（2029）〕

里庄町の計画等

里庄町廃棄物の処理
及び清掃に関する条例

一般廃棄物処理計画

一般廃棄物処理基本計画
（10～15年の長期計画）

一般廃棄物処理実施計画
（各年度の計画）

生活排水処理基本計画

ごみ処理基本計画

生活排水処理実施計画

ごみ処理実施計画

本計画
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第４次里庄町振興計画（概要） 

策 定 年 令和２年３月 

計 画 期 間 基本構想 令和 2 年度～令和 11 年度 

基本計画 前期 令和 2 年度～令和 6 年度 

     後期 令和 7 年度～令和 11 年度 

目 標 年 度 令和 11 年度 

目 標 人 口 11,220 人 

将 来 像 子どもの元気な声が響き みんなの笑顔があふれるまち 

施策の大綱 
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計画期間※1 は 15 年間で、数値目標年度※2 を令和 11 年度とし、本計画は今回の見直しに

より後期 5 ヵ年にあたる計画となります。 

なお、ごみの排出抑制目標等の数値目標を定めることから、令和５年度を基準年度※3 とし

ます。 

 

●図表1-2 本計画の期間 

 

 

※１～３ 

※１ 計画の期間 

・ 一般廃棄物処理基本計画の計画期間は、ごみ処理基本計画策定指針（環境省）によると 10～15 年とさ

れています。 

※２ 数値目標年度 ⇒ 令和 11 年度 

・ 計画期間 15 年間のうち本計画は後期計画にあたり、５年間となっている。よって数値目標年度は令和

11 年度とします。 

※３ 基準年度 ⇒ 令和５年度 

・ 基準年度は、ごみ排出抑制目標値を設定するための現状を示すもので、本計画では、最新年度の令和５

年度とします。 

 

後期５ヵ年前期５ヵ年 中期５ヵ年

令和11年度
(2029年度)

平成27　～　令和1 令和2　～　令和6 令和7　～　令和11

計画期間15年間

単年

令和元年度
(2019年度)

長期計画

目標年度

単年 単年

中間目標年度

平成25年度
(2013年度)

基準年度

平成27年度
(2015年度)

初年度

処
理
基
本
計
画

一
般
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画

処
理
実
施
計
画

一
般
廃
棄
物

令和6年度
(2024年度)

中間目標年度
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本計画の対象廃棄物は、図表 1-3 のとおり一般廃棄物のうち、固形状のもの（以下「ご

み」という。）及び液状のもの（以下「生活排水」という。）とします。なお行政において

処理・処分が困難なものは処理対象外とし、これらの扱いは図表 1-4 のとおりとします。 

●図表1-3 本計画の対象廃棄物 

 

＊放射性廃棄物について 

国においては、東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により当該原子力発電所から放出された

放射性物質への対応から、平成23年8月に「平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原

子力発電所の事故より放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法」（平成23年法

律第110号）を公布した。当該廃棄物についてはこの法律によるものとする。 

●図表1-4 本計画において処理対象外とするごみとその扱い 

区  分 取  扱 

Ｐ Ｃ Ｂ 使 用 部 品 本町では取り扱わない。製造業者等の引き取りとする。 

集 じ ん 灰 
本町では取り扱わない。専門業者の引き取りとする。 
（本町管内のごみを処理する過程で発生するものを除く。） 

感 染 性 廃 棄 物 本町では取り扱わない。専門業者の引き取りとする。 

家電リサイクル法 
対 象 品 目 

ブラウン管式テレビ・薄型テレビ（液晶テレビ･プラズマテレビ）、洗濯機・
衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン（室外機を含む）については、販売
店での引き渡し、指定場所への持ち込みとする。（薄型テレビ（液晶テレ
ビ・プラズマテレビ）、衣類乾燥機は平成 21 年 4 月 1 日施行） 

パ ソ コ ン 
パソコン本体、モニター等は、製造者等の引き取りとする。（使用済小型家
電リサイクルにおいて、平成 25 年３月より役場窓口へ持込が可能） 

そ の 他 本 町 が 
指 定 す る 
処 理 困 難 物 

以下のごみは、本町では取り扱わない。販売店に引き取ってもらうか、専門
の処理業者へ処理を依頼することとする。 
・植木鉢、瓦礫、レンガ、コンクリートブロック、土、焼却灰 
・金庫、ピアノ、ボウリングの玉、便器、ドラム缶、スプリングマットレス
（スプリングを分離すれば処理可能） 
・太陽熱温水器、電気毛布、電気カーペット、電線 
・オートバイ及び自動車（部品含む）、電動カート、FRP 船、マリンジェッ
ト、バッテリー、タイヤ 
・ガスボンベ、消火器、廃油、塗料、農薬及び薬品 
・農業用シート、農機具、エンジンポンプ 

  

特別管理一般廃棄物　（本町のごみ処理過程で発生するものを除く。）

（ＰＣＢ使用部品、埋立基準を超える焼却灰及び汚泥、集じん灰、感染性廃棄物）

液状のもの（生活排水）

固形状のもの（ごみ）

産業廃棄物（事業活動に伴い生じるごみのうち、法令で定める20種類のごみ）

一般ごみ（家庭系ごみ、事業系ごみ）
（災害ごみを含む。）

一般廃棄物 （産業廃棄物以外のごみ）

生活雑排水（風呂や台所からの排水）

し尿（くみ取りし尿）及び浄化槽汚泥

本計画における対象廃棄物

本計画における対象廃棄物

廃棄物〔占有者が自ら利用し、又は他人に有償で売却することができないために不要になったもの〕
　　　* 放射性物質及びこれによって汚染されたものを除く。
　　　




